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「
百
選
」
の
第
１
次
選
定

民
宿
と
し
て
、
都
道
府
県
が

推
薦
す
る
民
宿
４２
戸
の
中
か

ら
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

宮
崎
県
ま
で
２０
戸
の
民
宿
が

選
出
さ
れ
た
。
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
専
門
家
や
、
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
、
学
識
経
験

者
が
選
定
委
員
を
務
め
た
。

こ
れ
ま
で
民
宿
は
、
大
半

が
漁
村
や
ス
キ
ー
場
あ
る
い

は
有
名
観
光
地
に
立
地
し
て

い
た
。

し
か
し
、
９０
年
代
後
半
か

ら
農
水
省
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
業
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
始
め
る
と
、
そ
の

拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
地

域
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存

在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
民
宿

が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
、
９０
年
代
後
半
か
ら

「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

特
区
」
や
都
道
府
県
の
条
例

改
正
に
よ
っ
て
、
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
起
業
の

規
制
緩
和
が
急
速
に
進
み
、

農
村
民
泊
（
農
泊
）
を
受
け

入
れ
る
農
家
や
民
家
が
増
加

し
た
。

こ
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
受
け
皿
」

の
量
的
拡
大
の
一
方
で
、
質

的
な
充
実
、
経
営
支
援
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
お
か
あ
さ
ん
百
選
」
事

業
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景

の
下
に
、
秀
で
た
農
林
漁
家

民
宿
を
表
彰
し
、
地
域
や
全

国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図

り
な
が
ら
、
質
感
高
い
滞
在

を
体
感
で
き
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
指

し
て
始
ま
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
反
響
は
予
想

を
遥
か
に
超
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
旅
館
の
「
女
将
」
と

は
異
な
る
「
お
母
さ
ん
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
、
多
く
の
人
々

の
心
に
自
然
と
伝
わ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
百
選
」
事
業
が
、

農
林
水
産
省
に
よ
っ
て
２
０
０
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
日
本
に
は
農
林
漁
業
を
営
む
民
宿
が
３
０

０
０
戸
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
人

々
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な
「
お
か
あ
さ
ん
」

を
選
ぶ
。
農
山
漁
村
に
秘
め
ら
れ
た
多
く
の
魅
力
を

体
感
し
、
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
新
た
な

自
己
実
現
型
の
旅
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
広
め
よ
う
、
と
い
う
の
が
目
的
だ
。

「
お
か
あ
さ
ん
」
の
第
１

号
は
、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
元
祖
」
と

も
い
え
る
、
長
野
県
大
鹿
村

の
「
山
村
生
活
体
験
館
た
か

や
す
」の「
お
か
あ
さ
ん
」
伊

東
和
美
さ
ん
た
ち
で
あ
る
。

南
ア
ル
プ
ス
の
裾
野
に
位

置
す
る
長
野
県
大
鹿
村
。
東

京
か
ら
高
速
バ
ス
な

ど
で
約
４
時
間
の
距

離
に
あ
る
こ
の
村
は

「
空
が
三
角
！
」
と

い
う
印
象
が
ぴ
っ
た

り
。
山
間
の
落
ち
着

い
た
風
情
が
心
を
癒

し
て
く
れ
る
。

伊
東
さ
ん
は
９２

年
、
日
本
の
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

始
ま
っ
た
ま
さ
に
そ

の
年
「
山
村
生
活
体

験
館
た
か
や
す
」
を

開
業
。
そ
の
意
味
で

も
「
元
祖
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
実
践
者
」
で
あ
る
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
野
の
花
の

お
も
て
な
し
」
。
自
然
体
の

交
流
を
大
切
に
古
い
家
の
佇

ま
い
を
活
か
し
て
、
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
非
日
常
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
生
活
を
体
感

で
き
る
の
が
魅
力
だ
。

伊
東
さ
ん
が
多
く
の
宿
泊

者
た
ち
と
向
き
合
っ
て
き
た

結
果
、
各
地
で
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
者
と
し

て
有
名
に
な
っ
た
方
々
が
、

何
人
も
こ
こ
で
宿
泊
し
、
勇

気
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
も
、
日
本
の
農
家
民

宿
の
お
母
さ
ん
の
元
祖
、
代

表
と
い
え
る
。

認
定
を
受
け
る
岐
阜
県
の
石
田
賀
代
子
さ
ん

あ
い
さ
つ
す
る
北
海
道
の
湯
浅
優
子
さ
ん

認
定
式
が
開
催
さ
れ
た
お
か
あ
さ
ん

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
風
景

人々の〝心の処り所〟に

第１次選定は全国から２０人

おかあさんサミットのパネラーたち

伊東和美さん

民
宿
の
お
か
あ
さ
ん

農
林
漁
家

百
選
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群
馬
、
栃
木
、
茨
城
３
県

を
結
ぶ
新
し
い
高
速
道
路
、

北
関
東
自
動
車
道
の
新
規
開

通
が
今
春
相
次
ぎ
、
連
携
す

る
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
も
活

発
に
な
っ
て
き
た
。

３
～
４
月
に
開
通
し
た
の

は
、
群
馬
県
伊
勢
崎
Ｉ
Ｃ
～

大
田
桐
生
Ｉ
Ｃ（
１６
・
０
㌔
）、

栃
木
県
宇
都
宮
上
三
川
Ｉ
Ｃ

～
真
岡
Ｉ
Ｃ
（
７
・
５
㌔
）、

茨
城
県
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
～
笠

間
西
Ｉ
Ｃ
（
８
・
９
㌔
）。

伊
勢
崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
を
横

に
つ
な
ぐ
延
長
約

１
５
０
㌔
の
北
関

東
道
は
こ
れ
で
一

気
に
７
割
が
供
用

開
始
と
な
り
、
２

０
１
１
年
の
全
線

開
通
が
目
前
に
迫

っ
て
き
た
。

首
都
圏
で
は
、

環
状
道
路
の
立
ち

遅
れ
が
事
故
多
発

や
慢
性
渋
滞
、
深
刻
な
大
気

汚
染
の
大
き
な
要
因
と
み
ら

れ
て
い
る
。
北
関

東
道
は
放
射
型
の

関
越
、東
北
、常
磐

道
を
結
ぶ
ほ
か
、

将
来
は
東
関
東
道

な
ど
と
も
接
続
し

て
首
都
圏
外
周
環

状
道
に
な
り
、
こ

う
し
た
交
通
混
乱

解
消
を
め
ざ
し
て

い
る
。

全
線
開
通
に
よ

る
３
県
主
要
都
市

間
の
連
絡
は
現
在

の
半
分
に
時
間
短

縮
さ
れ
、
国
道
５０

号
な
ど
一
般
道
の

渋
滞
解
消
に
加

え
、観
光
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
利
便
性

や
、
救
急
医
療
・

災
害
時
緊
急
輸
送

の
大
幅
ア
ッ
プ
も

期
待
さ
れ
て
い

る
。財

団
法
人
日
本

立
地
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
全
線
開

通
の
経
済
効
果
は

年
間
約
１
８
５
０

億
円
の
見
込
み
。

沿
道
開
発
の
活
発

化
に
伴
い
、
３
県
で
の
企
業

立
地
は
０６
年
、
件
数
、
面
積

と
も
全
国
の
ト
ッ
プ
１０
に
入

っ
た
。

特
に
、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
）
の
手
が
け
て
い
る
大
規

模
な
都
市
開
発
事
業
の
人
気

が
高
い
。

宇
都
宮
上
三
川
Ｉ
Ｃ
へ
約

１２
㌔
、
東
北
道
宇
都
宮
Ｉ
Ｃ

へ
も
２０
㌔
の
宇
都
宮
市
東
部

で
、
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

計
画
の
一
環
と
し
て
新
産
業

拠
点
を
め
ざ
す
「
宇
都
宮
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は

そ
の
代
表
格
。

進
出
企
業
を
技
術
開
発
か

ら
生
産
、
経
営
、
企
業
間
交

流
、
人
材
育
成
ま
で
支
援
す

る
「
と
ち
ぎ
産
業
創
造
プ
ラ

ザ
」
等
の
好
評
も
手
伝
い
、

総
面
積
１
７
７
㌶
に
は
住
宅

や
多
数
の
企
業
が
立
地
し
熟

成
段
階
だ
が
、
北
関
東
道
開

通
を
控
え
新
規
立
地
相
談
も

目
立
っ
て
い
る
。

こ
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
や
、
街
づ
く
り
が
完
成

段
階
に
入
っ
て
い
る
「
イ
ン

タ
ー
パ
ー
ク
宇
都
宮
南
」
と

連
携
し
、
宇
都
宮
上
三
川
Ｉ

Ｃ
へ
約
９
㌔
の
上
三
川
町
で

進
む
工
業
用
地
主
体
の
「
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
か
み
の
か
わ
」

も
同
様
。
総
面
積
３１
㌶
の
半

分
は
立
地
済
み
だ
が
、
残
り

の
販
売
予
定
地
へ
の
引
き
合

い
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

新
し
い
高
速
道
路
が
開
く

北
関
東
へ
の
大
き
な
都
市
集

積
は
、
今
年
度
か
ら
本
格
的

に
動
き
出
す
新
し
い
国
土
計

画
、
国
土
形
成
計
画
で
も
重

視
さ
れ
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
の
企
業
向
け
施
設
用

地
の
問
い
合
わ
せ

◇
Ｕ
Ｒ
募
集

販
売
本
部
法
人

営
業
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

｜
５
５
５
｜
８

６
７◇

Ｕ
Ｒ
ビ
ジ

ネ
ス
・
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

h
t
t
p
:
/
/

b
u
s
i
n
e
s
s
.

u
r
.
g
o
.
j
p
/

「
た
か
や
す
」
の
伊
東
和

美
さ
ん
に
は
先
駆
者
と
し
て

の
気
負
い
が
全
く
な
い
。「
謙

虚
で
い
る
と
無
理
が
な
く
な

る
。
そ
れ
が
健
康
に
も
良
い

の
で
す
」。

年
間
１
０
０
０
人
以
上
の

滞
在
を
受
け
て
い
る
と
は
思

え
な
い
、
身
の
丈
の
実
践
の

模
範
で
あ
る
。
伊
東
さ
ん

を
慕
っ
て
定
住
し
た
人
が
、

近
く
で
民
宿
を
開
業
す
る

の
を
支
援
し
た
り
、
地
域
で

実
践
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
、
み
ん
な
で
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
上

げ
る
と
い
う
、
真
の
意
味
の

地
域
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
。

「
か
ま
い
の
心
」
。
お
せ

っ
か
い
で
は
な
い
が
、
ほ
っ

と
け
な
い
、
か
ま
っ
て
や
り

た
い
と
い
う
人
懐
っ
こ
さ

が
、
旅
人
を
温
か
く
迎
え
入

れ
る
。
そ
れ
が
周
囲
の
景
観

と
見
事
に
マ
ッ
チ
し
て
、
す

っ
か
り
癒
し
の
空
間
と
な

る
。
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
原
点
と
も
い
え

る
、
「
心
の
故
郷
」
が
こ
こ

に
あ
る
。

★
こ
れ
か
ら
も
、
本
紙
の
紙

面
を
通
じ
て
、
全
国
の
素
敵

な
「
お
か
あ
さ
ん
」
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

（
日
本
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事

東
洋
大
学

教
授
・
青
木
辰
司
）

中
国
の
四
川
大
地
震
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被

害
を
見
て
、
改
め
て
国
土
保

全
の
重
要
性
、
国
土
形
成
の

必
要
を
痛
感
し
ま
し
た
。
日

本
は
も
っ
と
独
自
の
文
化
に

自
信
と
誇
り
を
持
つ
べ
き
で

す
。
日
本
の
文
化
、
多
様
性

を
世
界
に
広
め
る
た
め
、
情

報
を
上
手
に
発
信
し
て
、
世

界
に
貢
献
す
べ
き
だ
、
と
考

え
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
が

「
沈
黙
の
螺
旋
理
論
」
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

黙
っ
て
い
る
と
多
数
派
が
ま

す
ま
す
勢
い
づ
き
、
意
見
を

言
わ
な
い
と
さ
ら
に
少
数
派

に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
言
い

ま
す
。
情
報
発
信
は
自
信
と

誇
り
が
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ

ん
。
土
木
技
術
者
に
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
、
自
ら
発
言

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

日
本
で
最
初
の
溜
め
池
、

狭
山
池
を
作
っ
た
の
は
東
大

寺
の
僧
行
基
で
、
そ
れ
を
再

興
し
た
の
も
僧
重
源
で
す
。

１
０
０
０
年
に
も
及
ぶ
か
さ

上
げ
の
歴
史
は
、
日
本
の
治

水
文
化
の
象
徴
で
す
。
明
治

初
期
に
も
大
き
な
志
を
持
っ

た
人
物
が
い
ま
す
。

度
重
な
る
信
濃
川
の
氾
濫

を
防
ぐ
た
め
、
大
河
津
の
分

水
路
を
作
っ
た
青
山
士
（
あ

き
ら
）
や
、
琵
琶
湖
疎
水
を

作
っ
た
田
辺
朔
郎
ら
先
達
。

青
山
博
士
は
日
本
人
で
た
だ

一
人
、
パ
ナ
マ
運
河
の
開
削

に
加
わ
り
、
帰
国
後
も
東
京

の
荒
川
放
水
路
の
設
計
・
工

事
監
督
を
務
め
ま
し
た
。

田
辺
博
士
は
、
東
京
遷
都

で
衰
退
が

懸
念
さ
れ
た
京

都
の
た
め
、
大
学
を
卒
業
し

た
て
の
２３
歳
で
、
琵
琶
湖
疎

水
の
責
任
者
に
な
り
ま
し

た
。
秀
吉
以
来
の
都
へ
琵
琶

湖
か
ら
水
を
引
く
夢
を
実
現

さ
せ
た
の
は
、
若
い
才
能
と

情
熱
を
信
頼
し
た
当
時
の
知

事
の
自
信
に
満
ち
た
抜
擢
で

す
。田

辺
博
士
は
、
恩
師
ヘ
ン

リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
言
葉
を

引
用
し
、
工
事
誌
の
扉
に「
少

々
の
失
敗
に
負
け
ず
、
若
い

人
が
活
躍
で
き
、
時
代
を
切

り
開
く
よ
う
な
技
術
に
挑

め
」
と
い
う
主
旨
の
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
大
切
さ
を
記

し
て
い
ま
す
。

沈
黙
の
螺
旋
理
論
に
陥
ら

ず
、
ど
ん
ど
ん
発
言
す
べ
き

で
す
。
小
さ
く
始
ま
っ
て
も

よ
い
。
大
き
な
輪
に
広
げ
る

た
め
人
を
巻
き
込
む
。
良
い

テ
ー
マ
で
良
い
動
き
を
す
れ

ば
世
の
中
を
変
え
ら
れ
る
、

と
信
じ
て
行
動
し
て
ほ
し

い
。
世
界
に
冠
た
る
国
土
づ

く
り
の
技
術
を
持
つ
、
日
本

の
技
術
者
に
今
、
そ
れ
を
望

み
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

〒
３
９
９-

３
５
０
１

長
野
県
下
伊
那
郡
大
鹿

村
鹿
塩
３
７
４
７

山
村
生
活
体
験
館
「
た
か
や
す
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
６
５
｜
３９
｜
２
４
８
６

１
泊
２
食
５
０
０
０
円
～
／
素
泊
ま
り
３
０
０
０

円
（
自
炊
可
）
※
１
日
１
組
の
お
客
様
限
定

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
高
い
関
心

コーディネーターの

青木教授

旅人を〝かまいの心〟で

「山村生活体験館たかやす」

北関東自動車道 迫る全線開通

「宇都宮テクノポリスセンター」航空写真

活発化する沿道一帯のまちづくり

年
間
１
０
０
０
人
以
上
滞
在

先
駆
者
の
気
負
い
な
く

自
然
体
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
に

好評を博している進出企業の支援

組織、「とちぎ産業創造プラザ」

公園も開設されている「テ

クノパークかみのかわ」

「
山
村
生
活
体
験
館
た
か
や
す
」

９

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

北関東道沿道で進むＵＲ都市機構のまちづくり

国
土
守
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

お
か
あ
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
風
景
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